
 

資料３ 

 
 
 
 

さいたま都市計画防火地域及び準防火地域の変更について 

 
 
 
 

都市計画法第１６条に基づく説明会の開催状況／ 

都市計画法第１７条に基づく縦覧及び意見書の提出状況 

 
 
 
 

【議案第４２１号関係】 
 



 



 
 

【対象地区】 

 七里駅北側地区 

 

 

１ 都市計画法第１６条に基づく説明会の開催状況 

 

（１）説明会の開催状況 

 

開催日時 
令和５年１２月９日 

１８：００～ 

令和５年１２月１１日 

１８：００～ 

開催場所 春おか広場多目的ホール 

出席者 ２７名 ２１名 

 

（２）意見の要旨 

   防火地域及び準防火地域の変更に係る意見なし 

 

２ 都市計画法第１７条に基づく縦覧及び意見書の提出状況 

 

（１）縦覧の期間及び縦覧者数 

地区名 七里駅北側地区 

縦覧の告示 令和６年２月１３日 

縦覧の期間 令和６年２月１３日 から 令和６年２月２７日まで 

意見書の提出期間 令和６年２月１３日 から 令和６年２月２７日まで 

縦覧者数 ２名 

 

 

（２）意見書の提出状況 

  ０通 

 

 

 

 

 

議案第４２１号 

 さいたま都市計画防火地域及び準防火地域の変更について 
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【対象地区】 

 大門上・下野田地区 

 

 

１ 都市計画法第１６条に基づく説明会の開催状況 

 

（１）説明会の開催状況 

 

開催日時 
令和５年１２月１５日 

１８：００～ 

令和５年１２月１６日 

１５：００～ 

開催場所 大門上自治会館 

出席者 ７名 ９名 

 

（２）意見の要旨 

 

意見の要旨 意見に対する市の見解 

準防火地域を指定することによる既

存不適格建築物の取り扱いについて、

周知をしてほしい。 

カーポートや敷地内に離れの建物がある

など、地区内で手続きが想定される事例に

ついては、図面と見解を周知いたしまし

た。 

また、全ての事例を網羅することは難しい

ため、個別に相談いただきたい旨について

も併せて周知いたしました。 

 

２ 都市計画法第１７条に基づく縦覧及び意見書の提出状況 

 

（１）縦覧の期間及び縦覧者数 

地区名 大門上・下野田地区 

縦覧の告示 令和６年２月１３日 

縦覧の期間 令和６年２月１３日 から 令和６年２月２７日まで 

意見書の提出期間 令和６年２月１３日 から 令和６年２月２７日まで 

縦覧者数 ２名 

 

 

（２）意見書の提出状況 

  ２通２名 【内訳】反対２通２名 
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３ 都市計画法第１７条に基づき提出された意見書の要旨 

 

 （反対） 

意見の要旨 意見に対する市の見解 

増改築の際に、制限が非常に多い。 準防火地域の指定により、制限・手続きは

多くなりますが、地区の防災性の維持・向

上が図られることや、地元のご意向を踏ま

え、指定については問題ないものと考えて

おります。 

1. リモート参加できるような話も無

く勝手に決められてしまったとい

う印象を持っている。 

2. 「準防火地域内に準耐火建築物等

を建築する場合は建ぺい率が 10%

緩和される」とされているが、建

蔽率を緩和すると延焼の危険性は

増すことになり、メリットとして

説明する事は好ましくない。また、

建蔽率が軽減されると、隣の家が

寄せて建築される可能性がある。 

3. 延焼の危険性を軽減するために

は、最低敷地面積についての検討

が不可欠。最低敷地面積が決まっ

ていない中で、防火地域を指定し

ても意味がないので、早急に決め

る必要がある。防火地域の指定あ

りきで話が進んでいる。 

他方面への検討がなされていない

ことから意見をさせていただい

た。 

1. リモート参加の場は設けておりません

でしたが、各権利者に対しては、事前

に説明資料を送付の上、説明会やアン

ケート調査も実施することで、意見聴

取の機会を設けさせていただきまし

た。 

2. 建蔽率１０％緩和につきましては、建

築基準法で定められており、延焼防止

性能の高い建築物を対象とした緩和で

あることから、このことにより、延焼

の危険性が増すということにはならな

いと考えております。 

3. 地区の防災性の維持・向上のため、地

域においても準防火地域の指定の意向

があったことから、準防火地域の指定

を行うものです。最低敷地面積を定め

ることが出来ます地区計画の指定につ

いては、地元の皆様からのご要望やご

相談をうけて、進めていくことから、

今後、地元の皆様からご要望がありま

したら、市としても導入に向けた検討

に対して支援してまいりたいと考えて

おります。 
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